


  ・収蔵資料の増加に伴う収蔵庫の狭隘化、施設・設備の老朽化や管理運営体制の変化に伴う

収蔵保管環境の悪化などが指摘されている。 

 

２．近年の博物館におけるリスクマネジメントについて 

  ・平成 23 年 3 月 11 日の東日本大震災をはじめとした甚大な自然災害や気象変化、エネルギ

ー問題や金融危機、各地で取り組まれている行財政改革など、現在の社会情勢は大きく変

容している。こうした事象を踏まえて、これからの時代にふさわしい博物館のあり方を検

討する必要がある。 

 ・災害や事故への対応 

自然災害：地震、風水害（津波、台風、ゲリラ豪雨、洪水、浸水、竜巻）、土砂災害（土石

流）、火山災害、雪害 など 

火災、停電事故（落雷や周辺の変電設備等の故障による停電）、設備損壊（経年劣化等） 

事故・違法行為：不審者・暴漢者・破壊行為、不審危険物、放火、テロ、情報漏洩（個人

情報漏洩）、盗難、異臭騒ぎ など 

周辺施設の事故（放射性物質拡散など） 

感染症、アスベスト、風評被害、食中毒、生物被害（カビ、虫、微生物、小動物） 

・情報管理 

  ・省エネルギー対策：発電、節電（エネルギー効率の高い装置や器具の採用）、電気とガスの

ハイブリッド対応、自然エネルギーの採用 など 

  ・ソフトの観点から（職員や予算の不足、運営の不安定さ、担い手・伝承者・語り部の不足、

私立博物館・個人博物館が直面している問題） 
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